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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、身体錯覚の一種であるセルフタッチ錯覚パラダイムを用いて、ひと
がどのように限られた感覚入力から自分自身の身体を中心に効率的な情報処理を行い、その結果として生じる身
体的自己をいかに構築するかを調べることにあった。その結果、錯覚的な「自分で自分の手に触れている」とい
う感覚は、単純に触覚刺激の同期・非同期という情報だけによって達成されるのではなく、身体周辺の空間をも
情報処理の対象として適応的に重みづけられながら表現されている可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to investigate how participants efficiently
 perceive information from limited sensory input around their own body and how they construct the 
resulting bodily self using the self-touch illusion paradigm, a type of bodily illusion. The results
 showed that illusory self-touch is not simply achieved by the synchronicity and asynchrony of 
tactile stimulation, but may also be represented by adaptively weighting the surrounding space of 
the body as an objective of information processing.

研究分野： 実験心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本件研究の学術的意義は、セルフタッチ錯覚パラダイムを用いて、「自分で自分の手に触れている」という身体
的自己の諸相を明らかにするところにあり、社会的意義は、身体的自己の障害の理解や支援、道具の操作や効率
化など多岐にわたる分野への基礎的なデータを提供し得るところにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

セルフタッチ錯覚は、身体的な自己を実験的に検討するパラダイムのひとつとして用いられ
る。このからだの錯覚では、目隠しをされた被験者がゴム製の偽の右手の甲に左手の人さし指で
触れるように実験者によって誘導される。同時に被験者は実験者によって被験者自身の右手の
甲を同じタイミングで触れられる。そうすると、被験者は物理的には偽の手に触れていることを
知っているにもかかわらず、知覚的にはあたかも被験者自身の左手で自身の右手に直接触れて
いるように感じる。このセルフタッチ錯覚は、身体的な自己を実験的に誘発させることを可能に
し、身体的自己を作り出す触覚および自己受容感覚の多感覚的な情報処理過程を明らかにする
ためのユニークな手段を提供する。 

 

２．研究の目的 

本研究の主要な目的は、セルフタッチ錯覚パラダイムを用いて、身体周囲の空間において多感
覚入力に依存して生じる身体的自己のメカニズムを調べることにある。本研究課題では、はじめ
に身体周囲の空間、特に身体前後におけるセルフタッチ錯覚の様態（研究１）を調べ、さらにセ
ルフタッチ錯覚の空間特性（研究２）および時間特性（研究３）に関わる実験についてもそれぞ
れ実施した。 

 

３．研究の方法 

研究１：被験者は身体の正面に手を置く姿勢と身体の背面に手を置く姿勢でセルフタッチ錯
覚の実験を受けた。実験の結果、言語指標（錯覚体験に関わる質問項目例「自分の右手で自分の
左手に触れているように感じた」に回答する）と行動指標（被験者自身の指の位置をもう一方の
指で指し示す）のどちらでも、セルフタッチ錯覚が身体正面の空間よりも背面の空間で強く生起
することを見出した。 
 
研究２：被験者は両手を背中に回して上側の手で実験者の手をなでると同時に下側の手を実

験者になでられた。実験の結果は、被験者自身の両手の触覚が同期すると、被験者の大部分（図
１(a)、(b)、(c)）が背中に回した自分の一方の手で自分のもう一方手に触れたと感じるだけで
なく指や腕が伸びたと感じることを示した。 
 
研究３：被験者が右手人さし指でゴムの指を押してから両手人さし指に触覚フィードバック

を受けるまでの時間を操作した。実験の結果は、その時間が約 300 ミリ秒以上遅延するときに、
セルフタッチ錯覚の評定値が有意に減衰することを示した。 
 
４．研究成果 

研究１：実験では手の触覚刺激の入力が身体正面の空間と背面の空間で同程度であったにも

かかわらず、錯覚の評定値が正面空間よりも背面空間で有意に高かったことから、触覚入力の結

果生じる「自分で自分の手に触れている」という感覚は触覚刺激の同期か非同期かだけでなく身

体周辺空間の正面および背面をも情報処理の対象として符号化される可能性を示すものである。 

 

研究２：実験で観察された被験者の背中における指や腕の伸長のような身体変形感は、被験者

の両手が背中という互いに触れ合いにくいところに位置したにもかかわらず、その両手の触覚

が同期したという矛盾が解決された結果として、セルフタッチととも生じた感覚であると解釈

される。 

 
図１．研究２における被験者の身体像の描画例。指が伸びた（a）、腕が伸びた（b）、両手は触れ

たが伸びたり移動したりしなかった（c）腕が鞭みたいになった（d）、身体が柔らかくなった（e）、

背中が圧縮された（f）と感じた被験者の描画。 

 

研究３：約 300ミリ秒という触覚と自己受容感覚によるセルフタッチ錯覚の時間窓は、視覚と

触覚によるラバーハンド錯覚の時間窓と一致することを見出した。したがって、本実験の結果は、

錯覚的なセルフタッチの時間窓が利用可能な感覚入力にかかわらず、約 300 ミリ秒であること



を示唆する。 

 

一連の研究結果を総合すると、触覚入力の結果生じる「自分で自分の手に触れている」という

感覚は、単純に触覚刺激の同期と非同期という情報だけによって達成されるのではなく、身体周

辺の空間をも情報処理の対象として適応的に重みづけられながら表現されている可能性を示す

ものである。 
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